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研究成果の概要（和文）：本研究は，通信販売における不正取引を未然に発見する技術を知能情報学の技術を用
いて開発することを目的とした．従来技術である，スタッフの経験値を補うためにパターン識別を基本とした．
本研究では，通信販売企業の取引履歴をもとに解析を行った．その結果，弱学習器が検知精度の汎化性能が高い
ことがわかった．本研究の成果により，１）商品出荷時の与信管理の精度向上が期待できる．２）通販企業が後
払い決済を導入するリスクが低減する．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop novel technology to detect 
fraudulent transactions in the mail-order industry with the Informatics. In order to compensate for 
the working experiences, conventional technology, such as pattern identification was employed. In 
this study, analyses were performed based on the transaction recode came from a mail-order company. 
As a result, the weak learners have high generalization performance of detection accuracy. The 
results of this research can be expected to 1) improve the accuracy of credit management at the time
 of shipment, and 2) The risk of post-payed systems for the mail-order companies will be reduced.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，商品情報や，利用者の購買行動情報をもとにして，取引の安全度について再帰的に学習
する知識生成技法であること．従来からの業務知識に基づく経験則検知や，企業独自のブラックリスト照合など
にくわえて，本研究の手法を用いて不正検知件数の飛躍的向上が期待できること．その結果，受注時の与信精度
向上が可能となること．にまとまられる．次に，本研究の社会的意義については，出荷判断の支援知識強化によ
り，通信販売事業の安定的運営に貢献できることである．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

顧客と非対面で取引を行う通信販売は，商品到着後の後払い決済を商品取引の安心取引の証
左のひとつとしている．わが国の通信販売業界の特徴である後払い決済は，代金回収のリスク
を通販企業が担っている．しかし，商品を受領したにも係わらず支払わない，不正取引など後
払い方式に起因する貸倒引当金額の増加が，業界の成長とともに顕在化していることにある． 

 

２．研究の目的 

本研究は，通信販売業界における複雑化・多様化する不正取引手口に対処するために，出荷
時の不正検知を支援する事前知識生成を研究目的として設定した．出荷時の不正検知を支援
するロバストな知識生成を最終目標とした．新製品の販売動向をも加味した取引パターン
生成技術により，受注時の与信精度向上をめざした． 

 

３．研究の方法 

 
まず，新製品を含む不正購買パターンの生成や不正取引に対する事前知識の生成を研究管

理点と設定した．通信販売企業よりデータをご提供いただき，督促状の送付状況も含めた
取引状況を概観した． 

その結果，図１に示すように，督促状の送付経過日数をもとにして顧客の体系化を行い
次のとおりとなった．A）支払期限までに払い込みを完了する顧客，B）支払い期日をうっ
かり忘れてしまう顧客，C）支払いを忘れているが督促状が届くと支払う顧客，そして D）
支払う意思を当初から持たない顧客．ここでは，うっかり忘れてしまう顧客の閾値の同定
が難しいことがわかった．次に，図２に示すように発注サイクルと督促状サイクルの関係
を分析した．その結果，１つの支払い期日までに追加の発注を行う顧客の存在を確認でき
た．また，図 3 に示すように，発注金額と発注サイクルの関係を図 1 に示した４タイプの
顧客で分類し特徴を抽出した．次に，研究遂行期間中に個人間売買の急成長なども散見する
ようになったため，通信販売全体の取引形態を改め概観して，図 4 に示すような取引形態に整
理した．そして，本研究の研究目標を個人と法人の間での取引にしぼり，督促状発信の有無や
回数に着目して，代金未回収の予測精度の比較を行なうために，機械学習の学習器の検討を行
った．SVM，Boosting，Random Forests の３つの候補学習器のメリットやデメリットなどの特
徴を比較し，解析対象のデータへの適用可能性を検討した．その結果，Random Forests を採用
した．Random Forests 採用の理由は以下のとおりである．１）多数の説明変数での計算が可能．
２）学習・評価が高速．３）特定の説明変数への依存が少ないためにデータの説明変数が欠損
していても計算可能．４）説明変数の重要度を算出可能．５）Out of Bag の計算でクロスバリ
デーションが可能．６）並列化が容易． 

図１．顧客分類 

図 2．発注間隔と督促状送付間隔 



図 3．発注頻度と発注金額の関係 

図 4．法人や個人の間の取引関係 

表１. AUC 比較 

Algorithm AUC 

Random Forest 0.93560 

XGBoost 0.93238 

 

その結果，Random Forests を学習器として採用して，受注時の督促状の配送可能性を推定し
た結果，約５％の誤差で推定が可能となった．特に，受注金額のジニ係数が相対的に高かった
ため，何らの発注意図が発注商品に内在していると推定できた． 

次に，Random Forests のデメリットである，他の分類手法に比べて汎化性能が下がる．とい
う点に着目して，XGBoost を用いて解析を行った．XGBoost は，Gradient Boosting(勾配ブース
ティング)と Random Forest を組み合わせたアンサンブル学習である．新たな決定木を作る際に
１つ前までの決定木の結果を利用して，実測値と予測値との誤差が最小になるように決定木の
アルゴリズムを構築している． 

XGBoost のメリットは，以下のとおりにまとめられる．１）欠損値が多いスパースデータに
対して，事前に木の分岐の方向を決めることが可能．２）並列分散処理によりモデル探索が高
速．３）大規模なデータも処理できる．反対に XGBoost のデメリットには，１）パラメータチ
ューニングが煩雑．がある．そこで，同様のデータを用いて，XGBoost を用いて，受注時の督
促状の配送可能性を推定した．さらに，Random Forests と XGBoost の精度比較を機械学習の評
価指標のひとつである，AUC (Area Under the Curve)を用いて比較した．この指標は，0 から 1

までの値をとり，値が 1 に近いほど判別能が高いことを示している．判別能がランダムな場合
は，0.5 となる．その結果，0.00322 の差ではあるが，Random Forests の精度が高いことがわか
った．２つの学習器の比較の結果，受注時の与信精度向上には，汎化性能が高く，データ変数
に対しての予測寄与を数値化が可能である Random Forests が適していることを導いた． 

 

４．研究成果 
 

本研究の目的は，通信販売業界における受注時の与信精度向上である．顧客との商品取引の

パターン解析をもとにした受注時点での取引安全についての事前知識生成である．取引分析か

らの特徴抽出を行う際に，管理システムの不備を突いた取引など多種多様な取引形態を発見し

た．また，本研究の社会的意義は，出荷判断の支援知識強化により通信販売事業の安定的

運営に貢献できることである．通信販売企業よりご提供いただいた取引情報の解析を進めて

いくなかで，リスク管理に関わるシステムや管理体制の不備を突く悪質な不正購入が多いこと

がわかった． 

本研究のような機械学習を用いた，半ば熟練実務家の経験則に依存した知識の汎化は，実務
において非常に必要性が高いことがわかった．各年度の研究成果に対して，実務家に対して評



価をいただき，次年度の改善提案項目として検討事項に加味することで，不正取引の低減のた
めの重要な作業要素抽出のためのデータ系列を同定することが達成できた．そして，研究成果
として論文や発表としてまとめることができた． 
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